
 

   

守谷市立地適正化計画（案）概要版  

守谷市の現況・見通し 居住誘導区域・都市機能誘導区域の設定 

守谷市の都市構造の課題 

誘 導 施 設 誘 導 施 策 ・ 目 標 値 

■人口密度分布 
メッシュ別将来人口シミュレーションによれば，守谷駅周辺への人口集中が進む

とともに，整備時期の早い住宅団地でも一定の人口密度は維持される見通しです。 

■人口の将来展望 
本計画では都市計画マスタープラン同様，守谷市人口ビジョンの将来人口見通し

を受けることとします。2035年時点の本市の総人口はピークにあたる 71,530人，
同時点の市街化区域人口は 2015年（54.4人/ha）を若干上回る 55人/ha と見通さ
れています。 

●都市の持続的成長をけん引する守谷駅周辺の魅力向上 
つくばエクスプレス守谷駅周辺は現状では専ら鉄道利用のための空間となってい

ます。中心拠点としての魅力を高めるため，交通結節点としての機能の維持・向上を
図るとともに，市民・来街者の活動や産業活動を支えるハブとしての都市機能の誘導
を図っていくこと，これまで幹線道路沿いなどに立地しがちだった都市機能の守谷駅
周辺への立地誘導・集約を図っていくことが課題です。 
●既存住宅市街地の活力低下に備えたまちづくり 
これまで，計画的な住宅開発によりコンパクトな市街地を形成してきた本市では

市街地を縮小する必要はありませんが，地区によっては高齢化によって住宅市街地
の活力低下が懸念されています。人口減少期に備えて，まちづくりにおいて適切な
コントロールが行われる必要があります。 
 地域活力低下に対応した住環境の維持・再生 
 多様な就労機会を提供する市内産業の活性化 
 マイカーに依存しないまちづくり 

2015 年 2035 年 

都市機能誘導区域 面積：52.1ha 
（市街化区域の 5.3％・居住誘導区域の 6.2%） 

◆居住誘導区域及び都市機能誘導区域の位置・範囲図 
居住誘導区域：836.8ha 
市街化区域から以下の区域を除く区域に指定 
①工業専用地域 
②おおむね 2ha以上の近隣公園 
③浸水深 5ｍ以上の浸水想定区域及び団地内
の大規模調整池 

④土砂災害警戒区域 

都市機能誘導区域：52.1ha 
①守谷駅を中心におおむね 500ｍの範囲に含
まれる市街地整備事業区域内かつ住居専用
系用途地域以外の区域 

②①と連続する幹線道路沿道に定められた路
線型用途地域の区域で，直近の都市計画道
路の交差部までの区域 

③前記路線型用途地域と一体の土地利用が行
われている一団の区域 

④区域設定にあたり極力地形・地物に即して
設定し，やむを得ない場合は用途地域界ま
たは字界に即する。 

◆都市機能誘導区域（指定箇所拡大図） 

◆誘導施設及びその定義 

都市機能 対象施設 定義 

行政機能 支所・行政センター 地方自治法第 155 条第 1 項 

医療機能 
地域医療支援病院 医療法第 4 条 

病院 医療法第 1 条の 5 

子育て 

支援機能 
認可外保育施設 

児童福祉法上の保育所に該当するが認

可を受けていない保育施設（例．ベビー

ホテル、駅型保育所、駅前保育所等） 

文化・ 

交流機能 

コンベンション 

施設 

展示会や会議などを行うことを主な

事業とする複合施設 

博物館・美術館 博物館法第 2 条第 1 項 

映画館・劇場・ 

観覧場 
興行場法第 1 条 

図書館 図書館法第 2 条 

教育機能 

大学・短期大学 学校教育法第 1 条 

専修学校 学校教育法第 124 条 

各種学校 学校教育法第 134 条 

高等学校 学校教育法第 1 条 

商業機能 
ショッピングモー

ル系商業施設 

大規模小売店舗立地法第 2 条第 2 項 

（店舗面積 1,000 ㎡以上） 
 

都市機能誘導区域に立地を誘導する「誘導施設」
を下表のとおり設定します。 

社人研※推計人口（開発人口加味） 

ある程度目に見える効果が発現すると考えられる 10 年後（2030 年）を目標値設
定年次とし，その達成状況により以降の目標設定を行うこととします。また，目標
値の着実な達成に向けて，中間の 2025年に実績値を検証することとし，達成度が低
い場合は施策の改善等を検討することとします。 

都市機能誘導区域 面積：52.1ha 
（市街化区域の 5.3％・居住誘導区域の 6.2%） 

居住誘導区域 面積：836.8ha 
（市街化区域の 85.0％） 

市街化区域 面積：985ha 

重点項目 定量的な目標値 期待される定量的な効果

市街地整備事業等にあわせた
拠点形成の検討

目標値の設定

目標Ⅰ-①：
都市機能誘導区域内の商業系土地利用面積
比率
実績値：2015年基礎調査	23.9％
目標値：2030年基礎調査	35.0％

効果指標Ⅰ-①：
守谷市まちづくり市民アンケート「あなた
は，守谷駅前に，にぎわいがあると思いま
すか」における「ある」・「どちらかとい
えばある」の構成比合計
実績値：2018年度26.0％
目標値：2030年度40.0％

目標Ⅱ-①：
居住誘導区域の人口密度
実績値：2015年＝64人／ha（53,600
人/836.8ha）
目標値：2030年＝64人／ha

目標Ⅱ-②：
空家バンクマッチング件数
実績値：2018年度実績＝ 1件／年
目標値：2030年度実績＝10件／年

効果指標Ⅱ-①：
守谷市まちづくり市民アンケート「あなた
は，守谷市をどれくらい知人や友人におす
すめしたいですか」における平均評価
実績値：2018年度	6.4点（10点満点）
目標値：2030年度	8.0点（　 〃 　）

目標Ⅲ-②：
一人当たり自動車CO2排出量推計（守谷
市）
（環境省「交通量調査データ活用法による
自動車CO2排出量推計」）
実績値：2015年＝1.85ｔ／年・人
目標値：2030年＝1.30ｔ／年・人

効果指標Ⅲ-①：
守谷市まちづくり市民アンケート「あなた
は，市内のバス（民間路線バス，コミュニ
ティバス）は，便利に利用できると思いま
すか」における「そう思う」「どちらかと
いえばそう思う」の構成比合計
実績値：2018年度	23.9％
目標値：2030年度	35.0％

目標Ⅲ-①：
65歳以上人口に占める運転免許保有者数
（守谷市）
（「運転免許統計」茨城県警・住民基本台
帳人口）
実績値：2018年末＝67.5％（10,056
人／14,889人）
目標値：2030年末＝50.0％

枢要な都市機能の集約による
守谷駅周辺の拠点性向上

地域の高齢化動向やニーズの
変化に対応した拠点形成の検討

空家数増加抑制に資する
空家利活用の推進

施策・誘導方針
（ストーリー）

まちづくりの方針
（ターゲット）

緑豊かなゆとりある
住環境の形成

誰もが移動しやすく
持続可能性の高い

道路網・公共交通網の構築

交通結節機能の強化

誰もが円滑に移動できる
交通空間の形成
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